
ス
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悶
二
゛

カ
ル
テ
・
ー
ゞ

、
回
画
囿
一

緑
内
障
は
眼
球
の
奥
に
あ
る
視
神

経
の
線
維
が
減
少
し
て
、
見
え
る
範

囲
(
視
野
が
少
し
ず
つ
樫
的
に

狭
く
な
る
病
気
で
す
。
失
わ
れ
た
視

二
一

人
の
緑
内
障
の
大
雰
を
占
め
る
開

放
隅
角
に
関
し
て
回
答
し
ま
す
。

緑
内
障
松
、
卯
歳
以
上
の
即
人
に

1
人
が
鷺
し
て
い
る
と
さ
れ
、
ま

れ
な
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
齢

に
な
る
に
つ
れ
、
有
病
率
は
上
が
り

ま
す
。
即
代
な
ら
W
人
に
1
人
以
上

い
る
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

病
気
を
指
摘
さ
れ
る
の
は
つ
ら
い

神
経
は
再
生
す
る
こ
と
は
な
く
、

善
は
あ
り
ま
せ
ん
。

緑
内
障
は
大
き
く
二
っ
に
汾
吋
ら

れ
、
目
の
中
の
水
の
流
れ
道
「
隅
色

が
開
い
て
い
る
タ
イ
プ
の
「
開
放
隅

色
と
、
流
れ
道
が
狭
い
、
ま
北
松

ふ
さ
が
っ
て
い
る
タ
イ
プ
の
「
閉
塞

隅
色
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
日
本

ま
ず
は
進
行
程
度
を
把
握 い

疾
患
が
緑
内
障
で
す
が
、
そ
れ
は

患
者
さ
ん
の
数
自
体
が
多
い
か
ら
で

す
。
失
明
に
至
る
方
は
既
に
緑
内

障
の
飴
か
、
眼
圧
倉
の
圧
力
)

が
す
ご
く
高
い
な
ど
、
少
し
特
殊
な

タ
イ
プ
が
ほ
と
ん
ど
。
多
く
の
方
は

普
通
の
生
活
を
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

視
嚢
査
ま
で
2
力
月
の
余
裕
か

あ
っ
た
と
の
こ
と
な
の
で
、
お
そ
ら

改
で
す
が
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
必
要

は
な
く
、
ご
自
身
の
緑
内
障
が
詔
、

中
期
、
備
で
言
う
と
、
ど
の
程
度

進
行
し
て
い
る
の
か
を
把
握
す
る
の

が
大
切
で
す
。
初
期
は
昆
症
状
が

な
く
、
中
期
以
降
で
視
野
欠
損
を
自

覚
す
る
こ
と
が
多
い
と
さ
れ
ま
す
。

後
天
的
な
失
明
の
原
因
で
蕃
多

き
な
い
場
合
は
、
レ
ー
ザ
ー
浪
や

手
術
治
療
を
考
え
ま
す
。
年
齢
的
に

は
そ
こ
ま
で
の
治
療
が
必
要
に
な
る

こ
と
は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、

ま
ず
は
浸
を
袋
し
、
し
っ
か
り

と
通
院
・
浪
を
続
け
る
こ
と
が
肝

要
で
す
。
金
届
県
眼
科
医
会
金

森
章
泰
・
明
石
市
か
な
も
り
眼
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

◇
第
1
、
 
3
、
 
4
日
曜
に
掲
載
し

ま
す
。

く
眼
圧
は
正
常
な
歪
常
眼
圧
緑
内

だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
正
常
眼
圧

緑
盛
の
視
野
の
悪
化
は
一
般
的
に

ゆ
っ
く
り
と
進
む
と
い
わ
れ
、
急
激

な
悪
化
は
ま
ず
な
い
と
思
い
ま
す
。

眼
圧
を
下
げ
る
こ
と
が
唯
一
の
治

疾
で
あ
り
、
点
眼
薬
を
主
に
使
い

ま
す
。
そ
れ
で
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

神戸新聞社

2021年12月に瞳孔を開き、検査したとこ

ろ、緑内障の疑いと言われ、今年2月には

視野検査の結果、緑内障と診断されました。

大変ショックです。詳しく教えてください。
(84歳、女性)

令和 4年?月)1 田日) 朝刊

金森章泰医師


